
九州大学グローバルプロフェッショナル認定制度

工学部オススメ留学プログラム
2026年度後期

九州大学では短期留学プログラムや中・長期交換留学、オンライン留学、学内の英語スキル
アップなどさまざまな国際プログラムを利用できます。自分に合ったプログラムを見つけて
参加してみましょう。

詳細はNavigate the Globeへ！
上記の他にも九州大学には数多
くのプログラムがあります。

グローバルプロフェッショナル認
定制度の登録はお済みですか？
Moodleで今すぐ登録→

日米半導体プログラムUPWARDS
Micron 財団および東京エレクトロンの支援により、
日米 16 の参画大学が提供する半導体人材育成を
目的とした研究体験型短期プログラム。
対象者：工学部電気情報工学科2年生以上
日時と場所：参画大学にて春（3月頃）と夏（8月頃）
にそれぞれ募集
費用：渡航のための航空券代費および宿泊費用は
大学負担（電子ビザ取得費、海外旅行保険料、
プログラムに含まれない現地での食事代・課外活
動費等は参加者負担）
参加方法：各プログラムの募集要項や詳細は下記
にて随時更新中

米国短期留学プログラム ELEP
アントレプレナーシップ研修を通じて、イノベーショ
ンを起こし、グローバルに活躍できる人材を養成
することを目的とした短期留学プログラム。
日時：2027年 2月16日（火）～3月19日（金）
場所：米国カリフォルニア州サンノゼ
費用：約 47万円（奨学金をすべて受給の場合）

問合せ：国際教育ナビゲーションセンター　inavi@jimu.kyushu-u.ac.jp

ダブルディグリープログラム
工学府では修士課程学生を対象に下記のダブル
ディグリープログラムを提供している。参加学生は、
本学大学院および相手大学大学院に通算 3年間在
籍し、両大学から修士号を取得することを目指す。
相手大学への検定料・入学料・授業料は免除され、
両大学の教員から研究指導を受けることが可能。
出願時期：4月頃　　派遣時期：8月頃
出願資格：優秀な学業成績、一定以上の英語力等
＜相手大学＞
・国立台湾大学工学院（台湾）：最大 5名／年
・バンドン工科大学大学院鉱山石油工学研究科（イ
ンドネシア）：最大3名／年
※詳細は最新の募集要項を確認し、指導教員と事
前相談の上で応募すること。

留学生サポーター
工学部・工学府・システム情報科学府・統合新領
域学府および総合理工科学府に新たに入学する留
学生の渡日直後の生活支援を目的とした活動。留
学生と交流したい学生におススメ。
伊都キャンパスを拠点としたサポーター
活動時期：春（3月末～6月末）、秋（9月末～12月末）
応募資格：学部 3年生以上　　謝金：有
筑紫キャンパスを拠点としたサポーター
活動時期：秋（9月～3月）
応募資格：工学部融合基礎工学科 3年生以上
謝金：有

https://www.isee.kyushu-u.ac.jp/upwards/index.html

学位プログラム

留学生サポーター

短期留学 短期留学

https://moodle.s.kyushu-u.ac.jp/course/view.php?id=68696
https://navigateglobe.kyushu-u.ac.jp/
https://www.isee.kyushu-u.ac.jp/upwards/index.html


2026年度
米国短期留学
プログラム

E L E P (イーレップ) は、九州大学工学部 (府) が主となり

実施する学生向け短期留学プログラムです。

アントレプレナーシップ研修を通じて、イノベーションを起こし、

グローバルに活躍できる人材を養成することを目的としています。
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10名程度



〈スケジュール例〉

ー 昨 年 度 ELEP参 加 学 生 の 声 ー

★  シリコンバレーについて英語で学べる
★  国際交流できる(国外の新しい友人ができ、新しい交流の輪が得られる)
★  シリコンバレーの第一線の方から話を聞くことで世界が見えるようになる
★  どのようにしてイノベーションを起こせるかがわかるようになる
★  これらを経験することで自分の生き方や本格的キャリアを考えるようになる

効果

〈シリコンバレー研修〉
英語の学習が単純に楽しかったということと、シリコンバレーのカルチャーやガレージの神
話などの内容も非常に興味深かった。

〈現地大学生との交流〉
年や、性別さまざまなたくさんの人と交流、連絡交換できてコミュニティーが広がった。

〈ホームステイ〉
ホストマザーや、子供たちとたくさん会話できたし、いろんなところに一緒に行ったし、子ホストマザーや、子供たちとたくさん会話できたし、いろんなところに一緒に行ったし、子
供達といろいろスポーツをして遊べた。

〈ZTO〉
留学で学んだ事を即実践できる場所があるというのがとても良く、やってみないと分からな
いことが沢山あると実感できた。

〈参加後の変化〉
一番自分の中で変化したのは、将来の自分のキャリアについての考え方です。
自分が何をしてくか明確な目標がないことを不安に思っていましたが、自分が何をしてくか明確な目標がないことを不安に思っていましたが、

選択肢は限られていないということと、
選択に焦る必要はないという事に
気づくことが出来ました。

-2025年度(実施2026年2~3月)
学生作成ELEP紹介動画 QRコード
-2025年度(実施2026年2~3月)

学生作成ELEP紹介動画 QRコード



応募期限

区役所での手続き
をサポート

銀行口座開設手
続きのサポート

携帯電話等の購入
サポート

Etc.…
新入留学生が日本での
暮らしをスムーズに
始められるように

サポートをお願いします。

主な活動内容
8/7日（金）まで

To: kotsupport@jimu.kyushu-u.ac.jp

上記メールアドレスに申請書
をお送りください

募集要項と申請書はこちらから
（アクセスできない場合は以下にメールしてください）

kotsupport@jimu.kyushu-u.ac.jp








